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※「第２・５章」関係  

      

基本理念 

基本理念：真に人権が尊重される明るい社会づくり 

キーワード：全ての人の人権が尊重され、安心して生活

できる社会づくり 

３ポイント：  ●「一人ひとりが尊重される社会」 

●「共同参画社会」 

●「共生社会」  
      

     
   

        

      

性格 

「高知県人権尊重の社会づくり条例」第５条に規定によ

り、知事が定める。 

●県の人権施策の基本的な考え方と推進の方向を示す 

●分野別人権課題の取組についての推進の方向を示す。 

●人権に係りの深い職業に従事する者への研修などの取

組を促すもの。 

●県民や企業、NPO などに連携・協働を求めていくもの。 

      

        

      県の推進

体制 

●有識者による「高知県人権尊重の社会づくり協議会」 

●庁内組織としての「人権施策推進委員会」 

      （公財）高知県人権啓発センターとの連携・協働 

      県民、企業、ＮＰＯなどとの連携 
        

      「 人 権 に

関 す る 実

態」の公表 

①県内の人権侵害の実態など 

②人権施策の事業計画及び進捗状況など 

※①・②とも、県のホームページなどにおいて公表する。 

      「 人 権 に

関 す る 県

民 意 識 調

査」の実施 

５年ごとに「人権に関する県民意識調査」を実施し、そ

の調査結果については、県のホームページなどにおいて

公表する。 

      

      基本方針

の見直し 
５年ごとに必要な見直しを行う。 

※「第３章」関係  

         学校教育 

●発達段階に応じた人権教育の推進 

●人権教育の研究推進 

●教育相談体制の充実 

●教職員に対する研修会等の充実  

         

   
 

      

         社会教育 

●家庭教育における人権感覚の定着と

支援体制の充実 

●社会における人権教育の推進 

●人権教育の指導内容、指導方法の工

夫・改善  

         

       
 

  

         人権啓発 

●県民への啓発 

●企業等への啓発  
         

       
 

  

         公務員、教育職員、警察職員、消防職員、

福祉関係職員、医療関係職員に対する人

権教育・啓発などの研修の充実          
          

         ●相談機関相互の連携強化 

●相談機関の充実 

●保護・支援の充実 

●ＮＰＯ等との連携強化 
         

「基本方針」体系表（案） 

人権教育・ 

啓発の推進 

人権教育 

人権啓発 

特定職業従事者に対する人権

教育・啓発の推進 

相談・支援体制の充実 

基本方針 

推進体制

等の整備 

今後の人

権施策の

取組 

人
権
施
策
の
推
進
体
制 

人
権
施
策
の
推
進
の
方
向
性 



人権尊重の社会づくり協議会：資料３                                平成 25 年 8月 27 日                                     

- 3 - 

 

 

 

 

 

    

 

 同和問題は人権問

題の重要な課題の一

つであるとの認識の

もと、その解決に向

けた取組を推進し、

差別のない安心して

生活できる社会の実

現を図る。  

●同和問題への正しい理解と認識

を深める教育・啓発活動の推進  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     家庭や職場、地域

など、あらゆる場で

男女が互いに人権を

尊重し、女性が安全

安心に生活できる、

女性の人権が男性と

対等平等に尊重され

る 社 会 の 実 現 を 図

る。  

①男女が互いの人権を尊重する教

育・啓発の推進 

②あらゆる分野への女性の社会参

画の推進 

③女性に対するあらゆる暴力の根

絶 

 

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     子ども一人ひとり

が人間として尊重さ

れ、人権が守られる

なかで安全安心に成

長できる環境づくり

を推進し、子どもが

お互いの人権を尊重

する社会の実現を図

る。  

①子どもの人権を尊重した教育の

推進 

②いじめ、不登校などの対策の推進 

③子どもの人権に関する社会的関

心の喚起、意識啓発の推進 

④児童虐待の防止対策の充実 

⑤親子の対話やふれあい、地域社会

での生活体験や自然体験の機会

の充実  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     高齢者の人権が尊

重され、安全安心に

健康で生きがいをも

って生活していける

社会の実現を図る。 

 

①高齢者への理解を深める教育・啓

発活動の推進 

②世代を越えた交流やふれあいの

機会の充実 

③高齢者の雇用や社会参画の促進 

④高齢者の人権擁護・権利擁護に関

する取組の充実  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     

障害のある人もな

い人も互いに支え合

い、地域で共に生活

し活動できる安全安

心な社会の実現を図

る。  

①障害及び障害のある人について

の正しい知識の普及のための教

育・啓発の推進 

②障害のある子どももない子ども

も共に学び、共に育つ特別支援教

育の推進 

③障害のある人との交流やふれあ

いの機会の充実 

④障害のある人の雇用の促進や働

きやすい環境の整備 

⑤障害のある人の人権擁護・権利擁

護に関する取組の充実 

⑥障害のある人の差別解消に向け

た取組の推進 

⑦「ひとにやさしいまちづくり」の

推進  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

 

 

    
   

同和問題 

女 性 

子ども 

高齢者 

障害者 

身
近
な
人
権
課
題
ご
と
の
人
権
施
策
の
推
進 

推  進  方  針 
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患者・感染者が差

別 を 受 け る こ と な

く、安心して治療を

受け、地域で共に生

活できる社会の実現

を図る。  

①エイズ等の感染症について正し

い知識を身に付ける教育の推進 

②感染予防対策を通じた啓発活動

の実施や正しい情報の提供 

③プライバシーに配慮した医療環

境の整備 

④エイズ患者・ＨＩＶ感染者への相

談・支援体制の充実  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

   

 

  

        

     
ハンセン病元患者

等が差別を受けるこ

となく、安心して生

活できる社会の実現

を図る。  

①ハンセン病について正しい知識

を身に付ける教育の推進 

②ハンセン病について正しい知識

の普及・啓発活動の推進 

③ハンセン病元患者等への相談・支

援体制の充実  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     多様な文化や民族

の違いを理解し、外

国人にとっても安心

して暮らしやすい、

差別や偏見のない社

会の実現を図る。  

①多様な文化を理解し合う教育・啓

発の推進 

②外国人との交流やふれあいの機

会の充実 

③外国人が暮らしやすい地域社会

づくりの推進  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     犯罪被害者等の受

け た 被 害 の 早 期 回

復・軽減を図るとと

もに、犯罪被害者等

を 県 民 全 体 で 支 え

る、安心して生活で

きる社会の実現を図

る。  

①犯罪被害者等の人権を守るため

の教育・啓発活動の推進 

②犯罪被害者等への相談・支援体制

の充実 

 

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     インターネットに

よる人権侵害につい

て、その予防と対応

に努め、被害者にも

加害者にもならない

安心して生活できる

社会の実現を図る。  

①インターネットによる人権侵害

を予防するための教育・啓発活動

の推進 

②インターネットによる人権侵害

のおそれのある書き込みなどに

ついての対応策の周知  

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     
災 害 時 に お い て

も、全ての人の人権

が守られ、安心して

生活が送れる社会の

実現を図る。  

①災害時の人権への配慮に関する

教育・啓発活動の推進 

②人権の視点にたった災害時の対

応に関する体制づくりの推進 

 

今後の取組 

●県の取組 

●企業等に

期待する

取組 

●県民に期

待する取

組  

     

        

     その他の人権課題の紹介 

アイヌの人々、刑を終えて出所した人、北朝鮮当局による拉致問題等、

性的指向、ホームレス、性同一性障害、人身取引  
     

 

エイ

ズ患

者・ 

ＨＩＶ

感染

者等 

ハン

セン

病元

患者

等 

外国人 

犯罪被害者等 

インターネットに

よる人権侵害 

災害と人権 

その他の 

人権課題 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等 

身
近
な
人
権
課
題
ご
と
の
人
権
施
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進 
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